
日本地域福祉学会 研究シンポジウム企画書 

 

テーマ     地域共生社会政策と地域福祉研究の展開 

 

開催趣旨 

 第 201 回国会（2020 年）において、包括的支援体制をさらに進展させるために、社会福

祉法が改正された。この間の地域共生社会の政策的な動向、具体的な法改正は、従来の分野

対象別の福祉体系（対象、支援方法、財源など）を大きく変えていく可能性と、基礎自治体

における地域福祉ガバナンスの内実が問われていく。 

 この間の地域共生社会をめぐる政策動向の背景を探り、実践的課題を提起し、この政策に

対して地域福祉学の立場から理論的検証を試みていく必要がある。またこうした変化は、従

来の地域福祉研究の枠組みも問うことになる。今回のシンポジウムでは、こうした社会背景

を踏まえて、「これからの地域福祉研究」を探求したい。 

 なお今回の企画は、来年度に開催される第 35回大会のプレ大会としても位置付け、この

シンポジウムの成果を継続的につなげていきたい。 

 

開催方式 

 遠隔会議（Zoom）システムを用いる。 

 Zoomアカウントは、ソ教連の有料アカウントを貸借する。 

対象は「会員」のみとして、事前申し込み制にする（参加費無料）。 

 ※事前申し込みをした会員に対して、研究フォーラムの ID、Passwordを発行する。 

  資料は事前に参加者にメール配信する。 

  録画映像を後日、YouTubeなどで一般への公開はしない。 

 

会場  登壇者は、ソ教連（品川）にて講演等を行う。 

 

開催日時  12月 13日（日）10：00～15：30 

 

プログラム 

 第Ⅰ部 基礎講座 

  開会 山本美香（事務局長） 

  Session1 行政報告 2020年の社会福祉法改正について  

 厚労省 地域福祉専門官 玉置隼人氏 

 

  Session2 基調講演 地域共生社会の政策動向と地域福祉研究の視点 

  会長 原田正樹 



 第Ⅱ部 研究協議 

Session3 シンポジウム 地域共生社会政策とこれからの地域福祉研究 

    コーディネーター 小松理佐子 副会長 

    シンポジスト 小野達也（桃山学院大学） 

           平野隆之（日本福祉大学） 

           永田祐（副会長） 

 

  Session4 総括講演 地域福祉研究の変遷と地域共生社会 

    名誉会員 大橋謙策 

  閉会 中島修（事務局次長） 

 

 

タイムテーブル 

 第Ⅰ部 基礎講座 

 10：00 開会  

 10：05－11：00  

  Session1 行政報告 2020年の社会福祉法改正について  

 11：10－12：10  

  Session2 基調講演 地域共生社会の政策動向と地域福祉研究の視点 

   

 第Ⅱ部 研究協議 

 13：00－14：30 

Session3 シンポジウム 地域共生社会とこれからの地域福祉研究 

 14：40－15：30 

  Session4 総括講演 地域福祉研究の変遷と地域共生社会 

 15：30 閉会 


